
TWINCLE-J活動報告書 

 

日時 平成 27年 7月 10日 16:00〜18:45 

派遣先 千葉県立千葉東高等学校,化学部,生物部 

メンバー 千葉大学生 1名、留学生 2名 

活動内容 

生徒数：8名 

 

16:00 千葉東高校に到着すると正門で白衣を着た生徒が迎えてくれ教室まで案内して

くれた。 

16:15 高校生による化学部と生物部の部活動紹介のプレゼンテーションが始まった。

留学生は特に生物部がやっているハツカネズミの学習能力に関する研究に興味を持

っていた。 

16:40 留学生による自国紹介のプレゼンテーションが始まった。タイの地理や習慣、

料理についての説明があった。発表の後に高校生たちがとても積極的に質問をしてい

て、日本とは違う文化に興味を持っているように感じた。 

17:15 留学生による研究紹介が始まった。研究内容はバイオサイエンスで難しいもの

だったけれど、高校生たちは真剣にプレゼンテーションを聞いていた。発表の後にス

マートフォンの ARアプリを使って DNAの構造を立体的に見た。 

17:45 化学部による、加熱すると収縮する木材の性質を活かし、矢印の形をした木材

に五円玉を通す実験を見学した。実験の前に五円玉が通った木材を見て、留学生はど

のように五円玉を通したのかとても不思議に思っていた。実験で製作したストラップ

はお土産として留学生に渡された。 

18:15 交流会 

かりんとうなど日本の伝統的なお菓子やトムヤムクンなどタイ料理の味のお菓子を

囲んで親睦を深めた。高校生達は積極的に留学生に話しかけ、とても楽しんでいるよ

うに感じた。 

 

 

 

 

派遣先教員 

コメント 

 

留学生と交流するというと欧米の学生を思い浮かべるが、今回アジアの学生と交流す

ることでアジアにも興味を持ってくれたと思う。また、このようなプログラムを重ね

て、英語を話す時の間違えることへの恥ずかしさを取り除ければよいと思う。 

留学生 

コメント 

高校生がタイや私達がやっている研究に興味を持ってくれた。高校生だけではなく先

生方とも交流することができてよかった。 

学生リーダー 

コメント 

留学生に積極的に質問したり話しかけたりして、高校生の英語で自分の思いを伝えた

いという気持ちが伝わってきた。高校生は英語を使って外国人と話す機会が少ないと

思うのでよい機会になったと思う。 


